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報告事項

第１０3期（２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日まで）事業報告

及び計算書類の内容報告の件

会議の目的事項
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澱粉部門 糖化品部門 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ部門 副産物部門
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22.9

売上合計
450億円
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売上合計
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売上合計
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（単位：億円）
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666億円

部門別売上高の推移
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第 １０3期
2023年4月1日から
2024年3月31日

第 １０２期
2022年4月1日から
2023年3月31日

差 異

科 目 金 額
売 上 高
売 上 原 価
販売費及び一般管理費

６６，６７６
５６，１３６
７，９７６

６４，６１２
５３，２６４
７，８０７

２，０６４
２，８７２
      １６９

営 業 利 益 ２，５６３ ３，５４０ △９７７

営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

７３８
２９３

４７７
６７６

２６１
△３８３

経 常 利 益 ３，００８ ３，３４１ △３３３
特 別 利 益
特 別 損 失

５６６
３２２

３９６
３１

１７０
 ２９１

税引前当期純利益 ３，２５２ ３，７０６ △４５４
法人税、住民税及び事業税法 人 
税 等 調 整 額

８３９
△２２

１，２２４
△ １２３

△３８５
１０１

当  期  純  利  益 ２，４３４ ２，６０５ △１７１

損益計算書
（単位：百万円）
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第１０３期
（2024年3月31日現在）

第１０２期
（2023年3月31日現在）

差 異

科 目 金 額
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産

 有 形 固 定 資 産
 無 形 固 定 資 産
 投 資 そ の 他 の 資 産

３０，４６２
１５，９６５
１３，４１９

２６７
２，２７８

３１，２４０
１５，２６４
１２，４６８

２８６
２，５０９

△７７８
７０１
９５１
△１９

△２３１

資 産 合 計 ４６，４２７ ４６，５０４ △７７

（単位：百万円）

貸借対照表（資産の部）
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第１０３期
（2024年3月31日現在）

第１０２期
（2023年3月31日現在）

差 異

科 目 金 額
負 債 の 部

流 動 負 債
固 定 負 債

１７，６７７
４，４１９

１９，３６２
４，４４３

△１，６８５
△ ２４

負 債 合 計 ２２，０９７ ２３，８０６ △１，７０９
純 資 産 の 部

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益

１，６００
３２７

２４，０９６
△２，１４８

６２
３９１

１，６００
３２７

２３，０３９
△ ２，１４８

７３
△１９４

―
―

１，０５７
―

△１１
５８５

純 資 産 合 計 ２４，３３０ ２２，６９８ １，６３２
負 債 ・ 純 資 産 合 計 ４６，４２７ ４６，５０４ △７７

（単位：百万円）

貸借対照表（負債・純資産の部）
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課 題 対 応
短
期
課
題

記録的な円安傾向
不安定な原燃料相場・副産物相場

販売価格の適正化
コストの削減・平準化

中
長
期
課
題

国内需要の減退
独自価値の素材提供

新規市場開拓
（非食品分野・海外市場等）

持続可能な社会の実現 ＳＤＧｓの推進

対処すべき課題
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第１０４期 連結 予想
（２０２４年度）

第１０3期 単体 実績
（２０２３年度）

売   上   高 ６２５.０億円 ６６６.７億円

営 業 利 益 １３.０億円 ２５.６億円

経 常 利 益 １７.０億円 ３０.０億円

当期純利益 １３.０億円 ２４.３億円

配 当 単 価 ８０円 ２００円

※104期より連結決算への移行に伴い、連結決算数値を記載、103期は単体決算数値を記載しています。

2024年度の業績予想
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中経2024の進捗状況
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中経2024の概要
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中経2024 基本方針
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中経2024 全体指標
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中経2024（進捗）

１０２期
（２０２２年度）

１０３期
（２０２３年度）

１０４期 予想 ※
（２０２４年度）

経常利益 ３３.４億円 ３０.０億円 １７.０ 億円

配当性向 ３４.０％ ４０.４ ％ ３０.３ ％

103期は体制強化期とした中経2024の2年目。定量目標（連結ベース経常利益17±4億円）を上
回る実績だが、課題も浮き彫りとなった。104期は厳しい見通しとなるが、中経2024最終年度の仕上げ
として、収益力向上、組織活性化に繋がる施策を推進する。

※ 102、103期は単体、104期より連結決算として記載
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経営基盤の整備

プライマリー事業
の収益安定化

ソリューション提供
機能の強化

基本方針

組織風土の向上やカーボンマネージメント等のサステナビリティ経営に繋が
る諸施策を推進。全社的なDXの取り組み、多様な人材が活躍できる
職場環境整備の他、組織活性化に向けた更なる施策を進める。

繁忙期の異性化糖の安定供給体制を強化、前期からの販売価格の適
正化が進む。コスト競争力ある原燃料調達、ボイラー更新等の計画的
設備投資、副産物収益の安定化などに注力していく。

新規事業開拓に向け、当社技術力の顧客開発部門への積極紹介を
実施、新製品として澱粉プラスチック（スタークロス70PPi）を上市。既
存ソリューション製品の増販、AMSCO事業拡充が引き続きの課題。

103期進捗と今後の課題

中経2024（進捗）
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決議事項

＜会社提案（第１号議案から第３号議案まで）＞

第1号議案 剰余金の処分の件

第2号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）５名選任の件

第3号議案 監査等委員である取締役４名選任の件



当該資料に記載の内容の無断転載等はご遠慮ください。
©NIHON SHOKUHIN KAKO CO.,LTD. All rights reserved.
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